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8　糖尿病網膜症の血管閉塞は硝子体手術で回復

する？

安藤伸朗・根本大志
佐々木亮 眼科

【目的】糖尿病網膜症は，新生血管が生じて増

殖網膜症に進行すると，失明の危険性が高くなる．

新生血管発生には，網膜毛細血管の閉塞が関与し

ている．そこで網膜毛細血管の閉塞を改善するこ

とが出来れば，網膜症による失明を防ぐことが出

来る．

【対象】’99年4月から’01年6月までに，済生会

新潟第二病院眼科で糖尿病網膜症に対して硝子体

手術109例142眼中，術前後の蛍光眼底所見の観察

可能な18例21眼．

【結果】手術した21眼で術後血管閉塞が減少7

眼（33％），不変9眼（43％），増加5眼（24％）・手

術未施行15眼では，減少0眼，不変10眼（67％），

増加5眼（33％）．手術眼では有意に血管閉塞領域

が，術後に減少していた．

【結論】糖尿病網膜症に対する硝子体手術は，

血管閉塞を改善させる効果も期待出来る．今後さ

らに症例数を重ねて，検討する必要があるが，網

膜血管閉塞に対する新しい治療法開発の糸口とな

ることを期待している．

9　当院糖尿病クリニック2年の歩み
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平成12年5月に当院糖尿病外来発足後2年が経

過し，外来患者数は150人から512人まで増加し，

平成12年10月には友の会が発足（会員43名），定期

拘に試食会やウオークラリーも行つている．当院

乃糖尿病外来は，採血．採尿→看護外来→医師の

診療（当日の検査結果をもとに）→栄養指導とい

う流れになつており，治療の核となる栄養指導は

入院中は最低でも2回は指導が入り退院後も引き

続き外来日に行つている・HbAlcは7．27±1．10

‰から6．53±l．08％まで改善したが，コ．メディ

カルの協力もあり受診日の時間を有効に利用して

啓蒙及び指導が行える環境が治療成果に大きく貢

献していると考えられる．
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【当院で治療中の糖尿病の診療連携】最近3年

間当院患者で病院へ診療を依頼した者（血糖コン

トロール，合併症の治療など）は40名で，うち32

名は返事をいただいた後当院に再び通院している・

糖尿病診療に関して，他の医療機関から12名当院

へ診療を依頼された．他の医療機関へ転医したい

と希望した者が17名おり，いずれも紹介した．眼

合併症に関しては，当院で治療中の糖尿病患者全

員に眼科受診をすすめ，うち印％は坂井眼科医院

に依頼している．腎症に関しては，当院から血液

透析を依額した者は4名であつた，行政（自治体）

とは，栄養指導依頼，住民健診との診療情報交換，

糖尿病教室の講師，耐糖能障害者個別指導への協

力などを通じて連携している．

【他の医療機関で治療中の糖尿病の診療連携】

他の医療機関で治療されている糖尿病患者（当院

には糖尿病以外の疾患で通院中）について，出来

る範囲で患者教育．主治医への診療情報提供など

でコントロールの改善，眼科受診のすすめ，など

を行つている．

11　栄養・看護外来に対する患者の認識と要望

―アンケートを実施して―

石井幸子・佐野和江
池田由美子・長谷川美代
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当院では平成12年5月より糖尿病センターを開



学 会 記 事

設 し
,
同時に栄養 ･ 看護外来を発足 した .

発足後 1 年半が たち
,
栄養 ･ 看護外 来が患者に

どの ように受け止め られて い るか , 今後の 指標を

知る ために ア ン ケ
ー トを行 っ た .

その結果から
, 病気に対する取り組み が変わ っ

た患者も多く
,
H b A I c の平均値が7 .41 % から6 .52

% へ 改善して い る .

セ ン タ
ー

開設当時は
,
看護師 ･ 栄養士が お 互 い

の 分野 の 知識が不足 だ っ た が , 現在 は C D E の 勉

強会に出席したり,
お互 い に情報交換を し, 知識

の 取得 に努力 して い る .

しか し, 患者の も っ て い る問題は なお多種多様

で あり, その ような場面にお い ても適切な指導が

行えるように, 私達も技術 の 向上 に今後も努め て

い きた い
.

12 糖尿病患者 へ の心理的援助
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糖尿病患者 へ の 心理的援助と して
,
当院 で 1 年

半前か ら行な っ て い る グ ル ー プワ
ー

ク に つ い て 報

告 した .

【グ ル
ー プワ

ー

ク の概要】 対象は入院中 の 患者 .

ス タ ッ フ は臨床心理士と栄養士 . 目的は ｢ 病気や

療養生活をめ ぐる気持ちを患者同士が互 い に話し,

気持ち の整理を し, 糖尿病 へ の より良い 適応 が で

きるよう援助する こ と+ . 患者 は互 い に話 し聴 き,

ス タ ッ フ は基本的には傾聴する .

【症例を通し て】 入 院時
,
反発や 不満が 強か っ

た 1 症例 の; 2 回の 参加 の 経過を通 して
,

グ ル ー

プワ
ー

ク の 機能や , 心理的観点から の 患者理解 と

対応 の 実際を示 した .

【まとめと今後 に向けて】 血 糖 コ ン ト ロ ー ル の

不良と感情表現 の 困難 さと の 関係を指摘する報告

があるが
,
当院 の グ ル ー プ ワ ー ク で もそ の 印象が

あ っ た . 反発の 形 でも感情表現の で き る人は態度

や コ ン ト ロ ー ル に改善が見 ら れ る こ とが ある が
,

改善困難例 で は感情表現 が少 な い こ とが あ っ た .

後者 - の援助 の 工夫が今後の 課題と考える .

13 栄養看護外来での新たな取り組み

- 体重記鐘の グラ フ化の試み
-

小板 恵子
･

桜井
内山 洋子 ･ 高野
小出 ふ み

藤林 み どり

片桐 尚 ･ 佐藤

涌井
一

郎
･

小林

5 01

優子

暁子
(梨墓若

総合病院

)
( 同 看護科)

高久

勲( 同 内科)

【目的】 肥満か ら糖 尿病を合併 し, 教育入院 の

困難な患者さんを対象に体重記録を行 い
,

グラ フ

化する こと で自発的な行動 の変容を患者さんから

引き出す こ とを目的に外来 で継続指導する .

【対象症例】 男性26 名, 女性15 名 , 合計41 名 . 辛

均年齢54 歳 .

【方法】 ①24 時 間の 生活状況を聞き取 る . ②朝

( 排尿後) 夜 ( 就寝前) に体重測定を行う . 可能 で

あれば食事記録又は運動記録も行う. ③記録を グ

ラ フ化して , 食生活状況
,
活動量が体重 の 増減に

影響する こ とを視覚的に認識 し て もらう.

【結果】 体重減量成功例14 %
,
体重減量継続例

48 %
,
体重減量中断例38 % .

患者さんが
, 体重 ･ 運動 の 記録を し

, 栄養士 が

グラ フ化する こ と で 問題点が視覚的に認識で きる.

こち らが問題点を指摘する よ りも ｢ 気 づ か せ る+

と いうような指導方法が患者さん の 主体性を引き

出せた の ではな い かと考えられ る .

14 『糖尿病ビジネ ス』の実態と対策
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『糖尿病 ビ ジネ ス』 と は
, 糖尿病 に 関 し て 現在

行われ て い る治療法を否定 し
,
科学 的根拠 の な い

治療法を患者にすすめ
,
利益 ( 金銭

,
感謝 , 名誉 ,

視聴率) を得ようとする こ と である . 具体的に は
,

健康食品
,
健康器具, テ レ ビ番組, 出版物

,
な どが

ある . 内容 は多岐にわた っ て お り
,
患 者 の 治療 に

大きな影響を与える場合も多い
. 医療 関係者は こ




